


人工知能が変革する甲状腺診断の現状と展望
近年、ディープラーニングをはじめとする人工知能（AI）技術は、医療画像診断分野において急速に進化を遂げています。特に、甲状腺超音波検査では、結節の大きさ、形状、内部エコーパターン、境界の不整といった複数の所見を総合的に評価する必要があり、これまで診断の多くは熟練した医師の経験に依存していました。しかし、膨大な画像データから微細な特徴を定量的に解析できるAIシステムの登場により、従来の診断手法に革新がもたらされようとしています。今回はアメリカでの新しい動きをお知らせします。
Koios DS™ Thyroid の概要と技術的特徴
米国Koios Medical, Inc.（ニューヨーク・シカゴ拠点）が提供する「Koios DS™ Thyroid」は、約200万枚以上の超音波画像データをもとに学習したディープラーニングアルゴリズムを搭載しています。1枚の画像につき約17,000のパラメータを自動解析し、結節の形状、エコーパターン、境界の不整など、診断に必要な複数の特徴を定量的に評価します。解析結果は、米国放射線学会が推奨するTI‐RADSや、米国甲状腺学会（ATA）のリスク分類に基づいた数値スコアおよびカテゴリーとして表示され、医師の判断を補完する情報として提供されます。
公的機関の承認とUSAでの実績
Koios DS™ Thyroid は、FDAの510(k)承認および欧州CEマーキングを取得しており、信頼性の高い診断支援システムとして位置づけられています。これにより、USAの一般病院においても、実際の診療現場で導入が進められており、日常の超音波検査における診断補助ツールとして活用されています。現場では、既存の超音波画像ビューアやPACSシステムにプラグイン形式で統合できるため、特別なハードウェアの追加を必要とせず、従来のワークフローにシームレスに組み込むことが可能です。
臨床エビデンスと具体的な効果
実際の臨床現場での評価として、15名の医師が650症例の甲状腺結節画像を評価した多施設共同研究があります。この研究では、従来の診断手法と比較して、AI支援を導入した場合、ROC曲線下面積（AUC）が0.733から0.816へと向上し、診断の正確性が大幅に改善されたと報告されています。さらに、感度は平均8.4％、特異度は14％の改善が認められ、これに伴い、良性結節に対して不要な細胞診や生検の実施が約25％削減されるという成果も得られました。また、読影時間も約23.6％短縮され、医師の負担軽減や迅速な診断対応に貢献していることが示されています。Duke大学による研究では、AI単独の解析性能が専門医と同等である一方、医師とAIの併用によりさらに診断精度が向上することが明らかになっており、チーム医療の一環としての活用が期待されています。　
現場での実用性と今後の展望
Koios DS™ Thyroid のようなAI診断支援システムは、超音波検査時に医師、検査技師、看護師がそれぞれの役割を担いながら、迅速かつ正確な診断補助情報を共有できる環境を構築します。検査時、対象となる結節を選択するだけで数秒以内に解析結果が画面上に表示されるため、診断のばらつきを低減し、より適切な治療判断を迅速に行うことが可能となります。こうしたシステムは、あくまで最終的な診断判断の補助ツールであるため、医師の臨床経験や知見との組み合わせが重要です。
USAの一般病院での導入実績は、AI技術が単なる研究開発段階を超え、実際の診療現場で有効なツールとして活用され始めていることを示しています。今後、さらなる臨床研究の蓄積と運用実績の拡大により、こうしたシステムは甲状腺診断の標準的補助ツールとして定着する可能性が高く、医療現場における診断精度の向上、診断時間の短縮、そして不要な検査の削減といった面で大きな効果が期待されます。
結びに
本稿でご紹介したKoios DS™ Thyroid の事例は、人工知能技術の進化が実臨床にどのような影響を与え、甲状腺診断の現場をどのように革新しているかを示す一例です。具体的な数値（AUCの0.733→0.816、感度8.4％向上、特異度14％向上、不要検査約25％削減、読影時間約23.6％短縮）からも明らかなように、AIは診断の補助・効率化に大きな可能性を秘めています。
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